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◆期日

平成２９年１０月２８日(土）～１０月２９日(日)
◆場所

BumB 東京スポーツ文化館（東京都）

テーマ 新しいカタチ
～やりたいことやってみよう～

テーマ
設定理由

昨年度大会での提案である、“リーダー研究大会の在り方に
ついて”「各都県が来て良かったと思えるリーダー研究大会
とする。その為に、事前会議（調査）の内容から主催都県を
中心にどうしたら参加者全員が満足できるかを考え、工夫す
る」を基に、東京都リーダーと指導者で検討し決定。
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◆参加対象

関東各都県（東京都を除く）：指導者1名、リーダー５名以内

東京都（主催）：指導者７名以内、リーダー１０名以内

◆参加者（内訳）

栃木県 群馬県 埼玉県 千葉県 神奈川
県

山梨県 東京都 合計

リーダー 2名 ３名 ５名 ３名 ２名 ３名 ５名 23名

指導者 １名 １名 １名 １名 １名 １名 ３名 9名

事務担当者 １名 １名

合計 ４名 4名 ６名 ４名 ３名 ４名 ８名 33名

※茨城県は都合によりリーダー、指導者共に欠席

◆経費

参加料：１人２,０００円 旅費：参加者負担…等

◆運営スタッフの体制・運営方法

開催県（東京都）のリーダー会会員・指導者が開催準備及び運営をする。



平成30年度全国スポーツ少年団リーダー連絡会
ブロック研究大会ポスター報告会
関東ブロック（担当：東京都リーダー代表者 郷 地洋）

3

◆日程

１日目：１０月２８日（土） ２日目：１０月２９日（日）

12：30 受付開始
13：00 開会式

オリエンテーション
14：00 全体会

『 各都県報告 』
１年トライアル報告の
新しいカタチ

18：00 分科会①
『過去大会を知る』

19：00 夕食
20：00 分科会①

『過去大会を知る』

6：30 起床・清掃・荷物整理
7：00 早朝活動
8：00 朝食
9：00 分科会②
『もしも・・自分達が
第１回リーダー研究大会を開催
するとしたら』

12：00 昼食
13：00 全体会
14：00 閉会式
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◆プログラム概要

全体会①
『１年トライアル報告』

・共通トライアル報告
①引継ぎノート ②交流会の実施

上記のことについて１年間各都県で取り組み、その結果を発表。

・各都県トライアル（自由方策）
各都県ごとに共通トライアルとは別に、

１年間各都県で取り組むテーマをリー研の最後に決めている。
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◆プログラム概要

全体会①
『対談会（情報交換）』

１都県と１都県の１５分間のフリーな時間

先のトライアル報告を受け、気になったことなどを聞く場

それ以外にも自都県で困ってることを相談する場

① 埼玉ー栃木 山梨ー神奈川 千葉ー東京

② 山梨ー栃木 埼玉ー東京 群馬ー神奈川

③ 埼玉ー山梨 群馬ー栃木 千葉ー神奈川

④ 山梨ー東京 千葉ー栃木 埼玉ー群馬

⑤ 神奈川ー東京 山梨ー群馬 埼玉ー千葉

⑥ 群馬ー東京 山梨ー千葉 神奈川ー栃木

⑦ 東京ー栃木 群馬ー千葉 埼玉ー神奈川
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◆プログラム概要

分科会①
分科会A,B

「テーマ：

全国のブロックリー研をまとめて、見える化＆分析 」

分科会C

「テーマ：

関東のブロックリー研の１巡目と２巡目をまとめる＆
分析 」
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◆プログラム概要 分科会②
「もしも・・自分達が第１回リーダー研究大会を開催するとしたら」
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◆プログラム概要 分科会②
「もしも・・自分達が第１回リーダー研究大会を開催するとしたら」
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◆プログラム概要

分科会② まとめ
【新人】

情報交換要素が多め。

野外炊飯での交流はベテランチームと似ている。

【中堅】

研修と交流要素が多め。

関東全体でリー研を作ろうという色が出ている。

【ベテラン】

交流要素が多め。

何かを持ち帰るのではなく、より交流を目的として野外炊飯をチョイス。

【指導者】

研修と交流要素が多め。

開催場所が固定、実行委員方式を提案。
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◆大会を開催した成果、反省、課題

成果

・全体会①内で座談会（情報交換の場）を設けた事により、

各都県が気になっている事などを気兼ねなく聞けた

・大会テーマがリー研に対して前向きな姿勢で取り組める

良いテーマだった。

反省

・時間配分が甘かった

→その為、各プログラムの満足度が１００％ではなかった

・開催都県の準備不足

→直前の変更が必要だった為、その共有が不十分だった。
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◆大会を開催した成果、反省、課題

課題

・テーマの継続型か一大会完結型

・事前会議の実施

◆昨年度の全国リーダー連絡会で協議・検討したことが

どれくらい活かされたか

・大会開催１か月前だったので、 方針確認と連絡事項程度だった。


